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１０００ → ５０ → ３

検診 → 精査 → 癌

１５０ → １５００ → ３０００ → ６０
年間手術数 → １０年間 → 年２回検診 → 週当たり

１５００ → ３００ → ２４００ → ４８
１０年間手術件数 → 再発数 → １０年後再発実数２００名 → 週当たり

月１回 通院

毎週
47人の経過観察

はどうする？



乳癌検診
（一次検診）

良悪性の鑑別診断（二次精査）

良性疾患の経過観察

術後ホルモン療法
＋ハーセプチン

＋化学療法

再発時ホルモン療法
＋ゾメタ（＋ハーセプチン）

＋化学療法

緩和ケア
＋（訪問診療）



第１回第１回 Tokyo Breast ConsortiumTokyo Breast Consortium
アンケート集計アンケート集計

参加者数５６名参加者数５６名

アンケート回収数１９名アンケート回収数１９名

回収率３４％回収率３４％



アンケート回収の内訳

診療所側-病院側 双方のご意見
医師の回答が約半数
他は看護師・事務

未回答1

診療所
10

病院
8

事務

1

未回答

3

医師
12

看護師
4



①本会の運営について

○本会の開催目的・内容について

アンケートを回収したすべての参加者より賛同いただき、参考になったとの

お声をいただきました。

○開催日時について
妥当とお答えいただいた参加者がほとんどであったが、
それぞれ１名づつ １７:００からの開催 １９:３０からの開催という希望があった。

○開催形式について
未回答が２件あったが、他１７件は、今回の形式でよいとの回答であった。

⑤発表時間について

発表時間について

短い
0%

どちらともいえない
5%

長い
53%

妥当
42% 約半数の参加者が長いと

回答され検討が必要と
考えられる。



②連携パスについて

約半数のご施設では、現状においてパスは作成されていないが、多くの施設でその導入を
希望されている。

連携パス現状

5%

58%

21%

16%

既に導入して活用

パスはあるが活用さ

れてない

作成していない

未回答

連携パス今後の導入について

5%
5%

90%

積極的に導入
したい

特に導入予定
はない

未回答



連携パスについて連携パスについて

病院医師（５）病院医師（５） 診療所医師（７）診療所医師（７） 病院看護師（３）病院看護師（３） 診療所看護師（１）診療所看護師（１） 診療所事務（１）診療所事務（１） 不明（２）不明（２）

作成している作成している 11 11 11 11

活用されてない活用されてない 33

作成していない作成していない 33 66 22

積極的積極的にに
導入し導入し
たいたい

44 66 33 11 11 22

導入予定ない導入予定ない 11

連携パスについて職種別

病院看護師のアンケート結果は3名ともパスはあるが活用されていないと回答

※同一施設かどうかは不明



ご意見

●クリニックでフォローする場合放射線治療の依頼やCT/MRI/マンモトーム等

の検査依頼がスムーズになるよう地域基幹病院との連携を強める方策を検討し
たい（ブレストクリニック立川）

●当院が多摩地区にあるため、手術･化学療法が終了すれば、手術依頼した患
者さんは地元の通院を望む人が多く、その希望者は早めに逆紹介する方向で
お願いしたい（同上）

●全体討論の時間を作ったほうがよい（ブレストサージャーリークリニック・片岡）

●自己紹介の時間を作ったらどうでしょうか（ブレストサージャーリークリニック・
片岡）

●利益利益とおっしゃる先生はいかがなものか？（診療所･事務）

●このような会の広告が広まっていないと思いました。もっと聞いてもらえる人や
施設が増えるといいのでは。（病院看護師）



医療連携成功への道医療連携成功への道

ＷｈｅｒｅＷｈｅｒｅ ｔｈｅｒｅｔｈｅｒｅ ｉｓｉｓ ａａ ｗｉｌｌ，ｔｈｅｒｅｗｉｌｌ，ｔｈｅｒｅ ｉｓｉｓ ａａ ｗａｙ．ｗａｙ．

意志あるところに道は拓ける意志あるところに道は拓ける

Constant dropping wears the stone.Constant dropping wears the stone.

雨垂れ石を穿つ雨垂れ石を穿つ

Communication Communication 
Communication Communication 

Communication Communication 


